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校長室だより ２０２１．３．２

弥生 ミニチュアの日

March ２０号

志賀 浩美

今は、合唱ができません。

だからこそ、

卒業生が歌ってきた合唱曲の歌詞を

かみしめたい！

大切なもの 作詞・作曲 山崎 朋子 （1年時 学年合唱曲）

一、空にひかる星を 君とかぞえた夜

あの日も 今日のような風が吹いていた

あれから いくつもの季節こえて 時を過ごし

それでも あの想いを ずっと忘れることはない

大切なものに 気づかないぼくがいた

今 胸の中にある あたたかい この気持ち

二、くじけそうな時は 涙をこらえて

あの日 歌っていた歌を思い出す

がんばれ 負けないで そんな声が聞こえてくる

ほんとに 強い気持ち やさしさを教えてくれた

いつか会えたなら ありがとうって言いたい

遠く離れてる君に がんばる ぼくがいると

大切なものに 気づかないぼくがいた

ひとりきりじゃないことを 君が教えてくれた

大切なものを……
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生きている証 作詞・作曲 若松 歓 （２年時 学年合唱曲）

夜明けの地平線

新しい光が

少し疲れた僕たちを

優しく包んでゆく

嗚呼 この地球で

同じ時空を歩んでいるよね

たった一度の人生だから

この足で

この腕で

力いっぱい進もう

君の手と僕の手を重ね合い

微笑んだり 傷ついたり 支え合ったり

溢れる涙も悲しみも

生きている証だから

出会えたときめきも

別れの寂しさも

胸に刻んで歩くんだ（歩こう）

道は明日へ続いてる

嗚呼 なにもかもが

見えなくなることがあるけれど

人は誰もが孤独だから

誰だって同じさ

ひとりじゃ生きられない 君の手と僕の手を重ね合い

微笑んだり 傷ついたり 支え合っ

あの空もあの海の輝きも たり

花や木や そよ風や 土の香りも 溢れる涙も悲しみも

君と感じることが素晴らしい 生きている証だから

それがきっと

生きることさ 生きている証だから


